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改
正
法
人
税
等
会
計
基
準
等
、公
表
議

決
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

内
部
統
制
報
告
制
度
の
見
直
し
に
向

け
た
審
議
、開
始
─
企
業
会
計
審
議
会
内
部
統
制
部
会

監
　
　
査

去
る
10
月
13
日
、
金
融
庁
・
企
業

会
計
審
議
会
は
、
第
22
回
内
部
統
制

部
会
（
部
会
長
：
橋
本
尚
・
青
山
学

院
大
学
大
学
院
会
計
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ン
研
究
科
教
授
）を
開
催
し
た
。

９
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
企
業
会
計

審
議
会
総
会
で
の
提
案
（
２
０
２
２

年
10
月
20
日
号
（
№
１
６
５
８
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
を
受
け
、

内
部
統
制
報
告
制
度
の
見
直
し
に
向

け
た
検
討
が
行
わ
れ
た
。

見
直
し
に
係
る
論
点
整
理

近
年
の
経
営
環
境
の
急
激
な
変
化

や
関
係
者
等
の
提
言
を
踏
ま
え
、
内

部
統
制
基
準
・
実
施
基
準
等
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
見
直
し
に
あ
た
っ
て
、
次
の
論

点
が
検
討
事
項
と
し
て
示
さ
れ
た
。

①　
内
部
統
制
の
基
本
的
枠
組
み

内
部
統
制
基
準
・
実
施
基
準
等
の

な
か
で
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
や
リ
ス
ク
管
理
と
の
連
携
に
関

す
る
記
述
を
明
確
化
す
べ
き
か
ど
う

か
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
の
利
用
お
よ
び
統

制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き

論
点
は
あ
る
か
ど
う
か
。

②　
経
営
者
に
よ
る
内
部
統
制
の
評

価
範
囲

経
営
者
の
評
価
範
囲
外
で
「
開
示

す
べ
き
重
要
な
不
備
」
が
検
出
さ
れ

る
要
因
と
し
て
、
内
部
統
制
の
評
価

範
囲
に
関
し
て
、
選
定
基
準
の
定
量

的
な
例
示
に
過
度
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
で
評
価
範
囲
お
よ
び

対
象
を
決
定
す
る
こ
と
を
強
調
し
、

評
価
範
囲
の
定
量
的
な
例
示
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
は
ど
う
か
。

③　
監
査
人
に
よ
る
内
部
統
制
監
査

経
営
者
に
よ
る
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の

内
部
統
制
評
価
を
促
し
て
い
く
観
点

か
ら
、
経
営
者
と
監
査
人
の
早
期
の

緊
密
な
協
議
を
促
す
な
ど
、
両
者
の

議
論
の
促
進
・
透
明
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
は
ど
う
か
。

④　
内
部
統
制
報
告
書
の
訂
正
時
の

対
応

現
行
の
訂
正
内
部
統
制
報
告
書
は

記
載
が
形
式
化
し
、
不
正
内
容
の
把

握
に
必
要
な
情
報
が
不
十
分
と
の
指

摘
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
訂
正
内
部
報

告
書
で
評
価
結
果
が
変
更
さ
れ
る
場

合
は
、
変
更
に
係
る
判
断
事
由
等
の

開
示
を
求
め
る
こ
と
は
ど
う
か
。

委
員
の
意
見

①
に
関
し
て
は
、
お
お
む
ね
賛
同

さ
れ
、
特
に
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
内
部
統

制
の
状
況
の
記
載
を
求
め
る
意
見
が

複
数
聞
か
れ
た
。

②
に
関
し
て
は
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス

の
評
価
を
前
提
と
し
た
う
え
で
「
全

社
的
な
内
部
統
制
お
よ
び
重
要
な
事

業
の
目
的
に
係
る
勘
定
科
目
を
ど
の

よ
う
に
決
定
し
た
か
を
内
部
統
制
報

告
書
で
開
示
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意

見
や
、「
実
施
基
準
に
は
リ
ス
ク
ベ
ー

ス
で
評
価
を
行
う
場
合
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
多
く
記
載

す
る
の
が
よ
い
の
で
は
」
な
ど
の
意

見
が
挙
が
っ
た
。

③
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
日
本
の

制
度
と
の
比
較
と
し
て
、
米
国
の
ダ

イ
レ
ク
ト
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
資
料
で
触
れ
ら
れ
た
が
、「
現
状

の
監
査
法
人
の
リ
ソ
ー
ス
で
は
、
ダ

イ
レ
ク
ト
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
現
実

的
に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
懸

念
す
る
声
も
あ
っ
た
。

④
に
関
し
て
は
判
断
事
由
等
の
開

示
は
お
お
む
ね
賛
同
が
示
さ
れ
、「
開

示
に
あ
た
っ
て
は
改
善
に
つ
な
が
る

よ
う
な
具
体
的
な
内
容
の
記
述
を
求

め
た
い
」と
の
考
え
も
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、

気
候
変
動
や
人
的
資
本
の
開
示
な
ど

の
非
財
務
情
報
も
内
部
統
制
報
告
制

度
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
を
提
案
す

る
意
見
も
挙
が
っ
た
。

去
る
10
月
18
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
８
９
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

法
人
税
等
会
計
基
準
等
の
改
正

第
４
８
８
回
親
委
員
会（
２
０
２
２

年
11
月
１
日
号
（
№
１
６
５
９
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続

き
、
企
業
会
計
基
準
公
開
草
案
71
号

（
企
業
会
計
基
準
27
号
の
改
正
案
）

「
法
人
税
、
住
民
税
及
び
事
業
税
等

に
関
す
る
会
計
基
準
（
案
）」
等
の

改
正
文
案
等
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
委
員
全
員
の
賛
成
で
公
表
議
決

さ
れ
た
。

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
改
正

リ
ー
ス
会
計
基
準
等
の
改
正
に
伴

い
、
次
の
関
連
基
準
等
の
改
正
案
が

示
さ
れ
た
。

①　
実
務
対
応
報
告
35
号
「
公
共
施

設
等
運
営
事
業
に
お
け
る
運
営
権

者
の
会
計
処
理
等
に
関
す
る
実
務

上
の
取
扱
い
」

②　
企
業
会
計
基
準
適
用
指
針
30
号

「
収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準
の

適
用
指
針
」

③　
企
業
会
計
基
準
適
用
指
針
15
号

「
一
定
の
特
別
目
的
会
社
に
係
る
開

示
に
関
す
る
適
用
指
針
」

Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
発
行
・
保
有

等
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い

会
計
上
、
暗
号
資
産
の
発
行
者
が

発
行
時
に
自
身
に
割
り
当
て
た
暗
号

資
産
の
会
計
上
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
明
確
な
定
め
は
存
在
し
な
い

が
、
２
０
２
３
年
度
税
制
改
正
要
望

で
、
こ
の
場
合
の
税
務
上
の
取
扱
い

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
に
会
計
上
の
取
扱
い
の
見

解
に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
質
問
へ
の
対
応
が
審
議
さ

れ
た
。

今
年
３
月
公
表
の
「
資
金
決
済
法

上
の
暗
号
資
産
又
は
金
融
商
品
取
引

法
上
の
電
子
記
録
移
転
権
利
に
該
当

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
発
行
及
び

保
有
に
係
る
会
計
処
理
に
関
す
る
論

点
の
整
理
」（
以
下
、「
論
点
整
理
」

と
い
う
）
で
は
、
こ
の
取
扱
い
に
つ

い
て
、
会
計
処
理
の
対
象
と
し
な
い

見
解
を
示
し
て
お
り
、
論
点
整
理
に

同
意
す
る
コ
メ
ン
ト
も
多
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
論
点
整
理
の
見
解
を
修
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違
憲
判
決
と
は

弁
護
士 

白
川　

敬
裕

経
理
に〝
効
く
〟

法
律
雑
学

「
最
高
裁
で
違
憲
判
決
が
出
た
」
と

い
う
報
道
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。「
違
憲
」
と
は
、「
憲

法
違
反
」
の
こ
と
で
す
。
憲
法
は
法
律

よ
り
も
上
位
に
あ
る
「
最
高
法
規
」
で

す
か
ら
、
憲
法
に
違
反
す
る
法
律
は

効
力
を
有
し
ま
せ
ん
（
憲
法
98
）。

比
較
的
最
近
の
違
憲
判
決
で
有
名

な
の
は
、
２
０
１
３
年
の
「
非
嫡
出
子

相
続
分
差
別
事
件
」
で
す
。
あ
る
Ａ

さ
ん
の
子
供
と
し
て
、
嫡
出
子 

（
配
偶

者
と
の
間
の
子
） Ｂ
と
、非
嫡
出
子
（
籍

を
入
れ
て
な
い
人
と
の
間
の
子
）
Ｃ
が

い
る
と
し
ま
す
。
Ａ
さ
ん
の
遺
産
に
つ

い
て
遺
言
が
な
か
っ
た
場
合
、
旧
民
法

で
は
、
Ｃ
さ
ん
（
非
嫡
出
子
）
の
相
続

分
は
、
Ｂ
さ
ん
（
嫡
出
子
）
の
２
分
の

１
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
Ｂ
さ
ん
と

Ｃ
さ
ん
を
区
別
す
る
民
法
の
規
定
は
、

憲
法
14
条
（
法
の
下
の
平
等
）
に
違
反

し
な
い
の
か
」。
こ
の
点
は
、
最
高
裁

で
何
度
も
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
以
前
の
判
例
は
、
い
ず

れ
も
合
憲
（
憲
法
に
違
反
し
な
い
）
と

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
の
概

要
は
、「
法
律
婚
（
結
婚
）
と
い
う
制

度
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。「
法
律
婚
の
尊
重
」
と
い
う

目
的
、「
非
嫡
出
子
の
相
続
分
を
半
分

に
す
る
」
と
い
う
手
段
、
前
者
の
目
的

の
た
め
に
、
後
者
の
手
段
が
役
に
立
つ

の
か
、
最
高
裁
の
裁
判
官
の
間
で
も
意

見
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。た
と
え
ば
、

２
０
０
４
年
の
判
例
は
５
名
の
裁
判
官

で
審
理
さ
れ
た
の
で
す
が
、「
合
憲
３

人
、
違
憲
２
人
」
と
い
う
１
票
差
で
し

た
。
最
高
裁
の
判
例
と
い
っ
て
も
、
こ

の
よ
う
な
僅
差
で
維
持
さ
れ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
の
判
例
は
、「
婚
姻
、

家
族
の
形
態
が
著
し
く
多
様
化
し
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
い
、
婚
姻
、
家
族
の
在

り
方
に
対
す
る
国
民
の
意
識
の
多
様
化

が
大
き
く
進
ん
で
い
る
」
と
し
て
、
か

つ
て
の
判
例
を
変
更
し
、「
違
憲
」
判

決
を
下
し
ま
し
た
。
こ
の
判
決
を
受

け
、
民
法
の
当
該
規
定
は
削
除
さ
れ

ま
し
た
。

10
月
14
日
、
大
阪
高
裁
で
、
本
年

7
月
の
参
院
選
に
つ
い
て「
１
票
の
格
差
」

（
最
大
約
３・０
３
倍
）
を
「
違
憲
状
態
」

と
す
る
判
決
が
出
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
10
人
の
有
権
者
が
1
人
の
議
員

を
選
ぶ
地
区
と
、
１
０
０
人
の
有
権
者

が
１
人
の
議
員
を
選
ぶ
地
区
と
で
は
、

１
票
当
た
り
の
価
値
が
「
10
分
の
１
」

対
「
１
０
０
分
の
１
」、
す
な
わ
ち
10

倍
の
格
差
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
格
差
が
憲
法
14
条
に
定
め

る
「
法
の
下
の
平
等
」
に
違
反
す
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
1
票
の
格

差
の
問
題
で
す
。

報
道
に
よ
る
と
、
大
阪
高
裁
は
「
３

倍
を
超
え
る
憲
法
上
大
き
な
問
題
が

あ
る
格
差
が
お
よ
そ
７
年
間
継
続
し
て

い
る
こ
と
」
等
を
理
由
に
「
違
憲
状
態
」

と
判
定
し
ま
し
た
。
他
方
で
、
国
会

が
選
挙
制
度
の
改
正
に
向
け
た
取
組

み
を
漫
然
と
怠
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
趣
旨
で
「
憲
法
違
反
で
は
な

い
」
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。
10
月
18

日
に
は
、東
京
高
裁
で
も
「
違
憲
状
態
」

と
す
る
判
決
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
報
道
の
見
出
し
に
は
「
違

憲
状
態
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
判

決
を
よ
く
読
む
と
「
憲
法
違
反
で
は

な
い
」
と
い
う
結
論
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
法
律
や
制
度
が
「
違
憲
状
態
」

に
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
法
律
は
「
違

憲
」
で
な
け
れ
ば
、
し
っ
く
り
き
ま
せ

ん
。「
違
憲
状
態
」
を
略
さ
ず
に
正
確

か
つ
適
切
に
表
現
す
る
な
ら
、「
ま
だ

違
憲
で
は
な
い
が
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て

お
い
て
不
平
等
を
是
正
し
な
い
と
違
憲

に
な
る
状
態
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
違
憲
状
態
」

で
は
な
く
、「
違
憲
寸
前
状
態
」
と
い

う
表
現
の
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。昨

年
10
月
の
衆
院
選
に
お
け
る
「
１

票
の
格
差
」
訴
訟
も
最
高
裁
で
審
理
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
大
阪
高
裁
、

東
京
高
裁
の
判
決
も
最
高
裁
に
上
告

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
最

高
裁
が
ど
の
よ
う
な
統
一
判
断
を
示
す

の
か
、
注
目
さ
れ
ま
す
。

信
用
リ
ス
ク
の
見
積
期
間
の
オ
プ
シ
ョ

ン
等
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

正
せ
ず
、
発
行
に
よ
る
対
価
を
受
領

し
て
お
ら
ず
内
部
取
引
と
考
え
ら
れ

る
も
の
は
、
第
三
者
と
の
取
引
が
生

じ
る
ま
で
は
資
産
・
負
債
を
認
識
し

な
い
と
す
る
旨
の
議
事
概
要
を
公
表

す
る
事
務
局
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
賛
成
意
見
が
多
く

聞
か
れ
た
。
次
回
親
委
員
会
で
審
議

し
、
決
定
し
た
い
方
針
。

去
る
10
月
20
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
８
９
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
前
回
審

議
（
２
０
２
２
年
10
月
10
日
号
（
№

１
６
５
７
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
お
い
て
、
金
融
資
産
の
減
損

の
会
計
基
準
の
開
発
に
関
し
、
ス

テ
ッ
プ
２
で
引
き
続
き
検
討
す
べ
き

と
さ
れ
た
論
点
の
う
ち
、
次
の
論
点

に
つ
い
て
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

予
想
存
続
期
間
が
１
年
未
満
の

取
扱
い

⑴　
実
務
上
の
困
難
性

信
用
リ
ス
ク
を
見
積
る
期
間
に
関

し
て
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金
融
商

品
」
に
お
け
る
、
予
想
存
続
期
間
を

見
積
期
間
と
す
る
定
め
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
日
本
の
現
行
実
務
で
は
、
予
想

存
続
期
間
が
１
年
未
満
の
場
合
に
契

約
期
間
で
見
積
る
こ
と
は
負
担
が
大

き
い
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
そ
の

た
め
、
再
度
そ
の
取
扱
い
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
た
（
２
０
２
２
年

７
月
１
日
号
（
№
１
６
４
８
）
情
報

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）。

⑵　
オ
プ
シ
ョ
ン
の
検
討

実
務
上
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
定
め
を
原
則

と
し
て
取
り
入
れ
つ
つ
、
予
想
存
続

期
間
が
１
年
未
満
の
場
合
に
は
見
積

期
間
を
１
年
と
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を

認
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
取
扱
い
は
基
本
的
に

は
引
当
金
を
少
な
く
見
積
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
ら
ず
、
濫
用
の
懸
念

も
な
い
た
め
、
国
際
的
な
比
較
可
能

性
を
大
き
く
損
ね
る
と
は
必
ず
し
も

い
え
な
い
と
事
務
局
は
考
え
て
い

る
。専

門
委
員
か
ら
は
お
お
む
ね
賛
意

が
示
さ
れ
た
。
他
方
で
、「
オ
プ
シ
ョ

ン
の
適
用
に
際
し
て
は
、
注
記
の
検

討
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
意
見
が
挙
が
っ
た
。
事
務
局
は

「
他
の
項
目
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
。
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第
１
号
電
子
決
済
手
段
の
取
扱
い
を

検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

会
　
　
計

借
地
権
の
会
計
処
理・表
示
、検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会
　
　
計

開
示
に
関
す
る
検
討
の
な
か
で
、
今

後
考
え
て
い
き
た
い
」
と
の
回
答
が

な
さ
れ
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
バ
ー
レ
イ

⑴　
分　
析

将
来
予
測
情
報
に
つ
い
て
、
欧
米

で
は
モ
デ
ル
を
用
い
た
予
測
に
対
し

て
追
加
的
な
修
正（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

オ
ー
バ
ー
レ
イ
）
を
行
う
対
応
が
み

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
に
お
い
て

こ
の
取
扱
い
に
関
す
る
検
討
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー

バ
ー
レ
イ
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
に
特
段

の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
一
般
的
に

は
定
量
的
な
モ
デ
ル
に
対
す
る
調
整

を
総
称
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

欧
米
の
金
融
機
関
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
適
用
等
の
事
例
が
み
ら
れ
、

欧
州
銀
行
監
督
局
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
）
の
見

解
と
し
て
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
は
将
来

予
測
と
方
向
性
が
一
致
し
、
適
切
な

文
書
で
裏
づ
け
ら
れ
、
適
切
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
も
と
で
行
わ
れ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
等
が
紹
介
さ
れ
た
。

⑵　
事
務
局
提
案

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
定
め
を
取
り
入

れ
る
場
合
、
予
想
信
用
損
失
に
つ
い

て
定
量
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
機
械
的
に

見
積
る
の
で
は
な
く
、
将
来
予
測
的

な
情
報
や
定
性
的
情
報
も
考
慮
し
た

全
期
間
の
認
識
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
定
め
を
適
切
に
理

解
す
れ
ば
、
不
確
実
な
状
況
下
で
よ

り
適
切
に
予
想
信
用
損
失
を
認
識
す

る
た
め
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー

バ
ー
レ
イ
を
行
い
得
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
基
準

の
な
か
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー

バ
ー
レ
イ
に
関
す
る
特
段
の
記
載
は

行
わ
な
い
。

専
門
委
員
か
ら
は
お
お
む
ね
賛
意

が
示
さ
れ
、「
基
準
に
含
め
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
う
が
、
教
育
文
書
な

ど
で
触
れ
る
こ
と
は
有
用
で
は
」
と

の
意
見
も
あ
っ
た
。

去
る
10
月
20
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
５
０
回
実
務
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
第
１
４
９

回
（
２
０
２
２
年
10
月
１
日
号
（
№

１
６
５
６
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
資
金
決
済
法
上

の
「
電
子
決
済
手
段
」
の
発
行
・
保

有
等
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
た
。
今
回
は
第
１
号

電
子
決
済
手
段
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。認

識
お
よ
び
認
識
の
中
止
の
時
点

事
務
局
は
、
第
１
号
電
子
決
済
手

段
が
、
送
金
決
済
・
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
る
通
貨
、
通
貨
代
用
証
券
お

よ
び
預
金
と
差
異
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
資
産
と
同
様
に
、

認
識
お
よ
び
認
識
の
中
止
の
時
点
を

受
渡
日
と
し
て
定
め
る
こ
と
を
提
案

し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
上
で
の
書
換
え
が
な
く
帳

簿
の
書
換
え
の
み
で
も
改
正
資
金
決

済
法
上
の
電
子
情
報
の
処
理
組
織
を

用
い
た
移
転
と
み
な
し
、
受
渡
し
が

行
わ
れ
た
と
す
る
の
は
、
改
正
資
金

決
済
法
の
電
子
決
済
手
段
の
定
義
と

矛
盾
す
る
の
で
は
」
と
の
懸
念
が
示

さ
れ
た
。

事
務
局
は
「
現
状
で
は
、
ど
の
よ

う
な
制
度
設
計
が
想
定
さ
れ
て
い
る

か
わ
か
り
か
ね
る
が
、
実
際
に
は
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
が
書
き
換
わ
っ
た

あ
と
、
帳
簿
残
高
も
書
き
換
わ
る
こ

と
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
書
き
換
え

な
け
れ
ば
資
金
決
済
法
に
抵
触
す
る

か
は
確
認
す
る
」
と
回
答
し
た
。

測　
定

事
務
局
に
よ
る
提
案
は
、
次
の
と

お
り
。

・
原
則
と
し
て
、
券
面
額
に
基
づ
く

価
額
を
貸
借
対
照
表
価
額
と
す
る
。

・
取
得
価
額
と
券
面
額
が
異
な
る
場

合
に
は
、
差
額
は
当
期
の
利
益
と

し
て
計
上
す
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
、
お
お
む
ね
賛

意
が
示
さ
れ
、「
通
貨
と
同
様
の
取

扱
い
で
特
段
問
題
は
な
い
の
で
は
」、

「
基
準
化
す
る
際
は
、
電
子
決
済
手

段
の
特
徴
を
記
載
し
、
そ
の
特
徴
を

踏
ま
え
た
う
え
で
券
面
額
に
基
づ
く

価
額
で
評
価
す
る
旨
を
明
記
す
る
の

は
ど
う
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か

れ
た
。

発
行
者
に
お
け
る
会
計
処
理

事
務
局
よ
り
、
電
子
決
済
手
段
の

負
債
と
し
て
の
性
質
と
負
債
の
認
識

お
よ
び
認
識
の
中
止
に
関
す
る
分
析

が
示
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
具
体

的
な
取
扱
い
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
第
１
号
電
子
決
済
手
段
の
認
識

お
よ
び
認
識
の
中
止
を
受
渡
日
で
行

う
こ
と
を
明
記
す
る
提
案
が
な
さ
れ

た
。専

門
委
員
か
ら
は
、
特
段
の
異
論

は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

去
る
10
月
24
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
２
２
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

借
地
権
の
取
扱
い

第
１
１
０
回
専
門
委
員
会

（
２
０
２
２
年
３
月
20
日
号
（
№

１
６
３
９
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
で
、
借
地
権
の
会
計
処
理
を
明

ら
か
に
す
べ
き
と
の
意
見
が
聞
か
れ

た
た
め
、
借
地
権
の
会
計
処
理
・
表

示
に
つ
い
て
図
表
１
の
事
務
局
案
が

示
さ
れ
検
討
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、
賛
成
意
見
も

聞
か
れ
た
が
、「
無
形
固
定
資
産
と

す
る
の
に
違
和
感
」
と
の
意
見
も
挙

が
っ
た
。

表
示
・
注
記
（
借
手
の
注
記
事
項

の
構
成
）

第
１
２
０
回
専
門
委
員
会

（
２
０
２
２
年
10
月
１
日
号
（
№

１
６
５
６
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
図
表
２

の
事
務
局
案
が
示
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
作
成
者
の

開
示
負
担
も
考
慮
し
て
」
と
の
意
見

が
聞
か
れ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
「
リ
ー
ス
」
に
お

け
る
設
例
の
取
扱
い

第
１
２
１
回
専
門
委
員
会

（
２
０
２
２
年
10
月
10
日
号
（
№

１
６
５
７
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
次
の
よ

う
に
再
提
案
さ
れ
た
。
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（図表２）　表示および注記
●注記事項について、財務諸表利用者の利便性を考慮し、それぞれ性
質の類似する項目ごとに次の４つの項目に分類する。
①　会計方針の注記
②　区分表示の定めに対する補足情報
③　当期および翌期以降のリースの金額を理解するための情報
④　リース特有の取引に関する情報（セール＆リースバック取引、サ
ブリース取引等）

●少額資産・短期リースに関する修正案
・少額資産のリースに係る費用の開示を行わない場合、リースに係る
キャッシュ・アウト・フローの合計額にも含めない。
・短期リースに係る費用を開示する必要性を結論の背景に記載する。
・短期リースと少額資産リースのリース料の合算の開示を認める。

国
際
会
計

財
務
報
告
の
た
め
の
概
念
Ｆ
Ｗ
２
章

「
報
告
主
体
」案
、公
表
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

金
　
　
融

市
場
へ
の
影
響
が
増
す
日
本
の
消
費

者
物
価
動
向

・「
設
例
５
―
ト
ラ
ッ
ク
の
レ
ン
タ

ル
」、「
設
例
６
―
船
舶
」、「
設

例
７
―
航
空
機
」
は
、
採
り
入

れ
な
い
が
、
リ
ー
ス
の
識
別
に

お
け
る
指
図
権
の
思
考
プ
ロ
セ

ス
を
示
す
た
め
、
付
録
に
リ
ー

ス
の
識
別
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

を
入
れ
る
。

・「
設
例
１
―
鉄
道
車
両
」
は
、
提

案
を
変
更
し
、
採
り
入
れ
な
い
。

専
門
委
員
か
ら
、「
設
例
１
は

わ
か
り
や
す
い
の
で
残
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
」
と
の
意
見
が
聞

か
れ
た
。

去
る
10
月
18
日
、Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は「
概

念
基
準
書
８
号
『
財
務
報
告
の
た
め

の
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
』
―
第
２

章
：
報
告
主
体
」
の
公
開
草
案
を
公

表
し
た
。

概
念
基
準
書
は
、
権
威
あ
る
も
の

と
は
さ
れ
な
い
が
、
財
務
報
告
の
基

本
的
な
事
項
を
規
定
し
て
い
る
。

公
開
草
案
の
内
容

新
設
さ
れ
た
第
２
章
の
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

報
告
主
体
（reporting entity

）

を
「
既
存
の
お
よ
び
潜
在
的
な
投
資

家
、
貸
手
、
そ
の
他
の
資
源
提
供
者

に
よ
る
、
主
体
へ
の
資
源
提
供
に
関

す
る
決
定
に
あ
た
り
有
用
で
あ
る
、

一
般
目
的
財
務
報
告
に
よ
っ
て
示
す

こ
と
が
で
き
る
経
済
活
動
の
限
定
さ

れ
た
領
域
」
と
定
義
し
て
い
る
。

報
告
主
体
の
次
の
３
つ
の
特
徴
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

・
主
体
の
経
済
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。

・
そ
れ
ら
の
経
済
活
動
は
、
他
の
主

体
の
経
済
活
動
と
区
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
一
般
目
的
の
財
務
報
告
の
財
務
情

報
は
、
限
定
さ
れ
た
領
域
の
主
体

の
経
済
活
動
を
忠
実
に
描
写
し
、

主
体
へ
の
資
源
提
供
に
関
す
る
決

定
を
す
る
た
め
に
役
立
つ
。

経
済
活
動
の
限
定
さ
れ
た
領
域
に

親
子
関
係
が
存
在
す
る
場
合
、
連
結

財
務
諸
表
の
完
全
な
セ
ッ
ト
が
一
般

目
的
の
財
務
報
告
の
目
的
を
満
た
す

た
め
に
必
要
で
あ
る
。
親
会
社
の
単

独
財
務
諸
表
は
、
一
般
目
的
の
財
務

報
告
の
目
的
を
満
た
す
に
は
十
分
で

な
い
。

コ
メ
ン
ト
期
限

コ
メ
ン
ト
期
限
は
、
２
０
２
３
年

１
月
16
日
。

総
務
省
が
10
月
21
日
に
発
表
し

た
９
月
の
消
費
者
物
価
上
昇
率
は
、

総
合
指
数
、
生
鮮
食
料
品
を
除
く

総
合
指
数
と
も
に
前
年
同
月
比
３
・

０
％
の
上
昇
と
な
っ
た
。
生
鮮
食
料

品
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く
総

合
指
数
は
同
１
・
８
％
の
上
昇
だ
っ

た
。
消
費
増
税
の
影
響
を
除
く
と
、

１
９
９
１
年
以
来
31
年
振
り
の
水
準

と
な
る
た
め
、
日
本
で
も
物
価
上
昇

ト
レ
ン
ド
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
再

認
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
身
を
み
る
と
、
20
％
近
く
上
昇

し
た
電
気
代
・
ガ
ス
代
が
最
も
寄
与

度
が
高
い
状
態
が
続
き
、
次
い
で

７
％
上
昇
し
た
ガ
ソ
リ
ン
代
を
含
む

自
動
車
等
関
係
費
、
約
５
％
上
昇
し

た
調
理
食
品
の
項
目
が
目
立
つ
。
た

だ
、
前
月
比
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

よ
り
も
食
品
、
そ
れ
も
生
鮮
食
品
以

外
の
食
品
の
上
昇
が
目
立
ち
、
指
数

を
構
成
す
る
コ
ア
と
な
る
品
目
の
上

昇
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。

日
本
で
も
、
物
価
上
昇
が
長
期
的

な
ト
レ
ン
ド
に
入
る
兆
候
が
み
ら
れ

る
。
実
際
に
、
日
銀
が
試
算
す
る
消

費
者
物
価
の
刈
込
平
均
値
や
加
重
中

央
値
な
ど
の
指
数
も
今
年
の
夏
か
ら

急
速
に
上
昇
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
お

り
、
日
銀
の
金
融
政
策
に
対
す
る
影

響
が
注
目
さ
れ
る
。
黒
田
総
裁
は
10

月
19
日
の
国
会
で
、「
金
融
緩
和
を

続
け
る
」
と
明
言
し
た
。
た
だ
、
昨

年
12
月
の
記
者
会
見
で
示
さ
れ
た

（図表１）　借地権の取扱い

　借地権の対価として授受される権利金は、使用権資産の取得原
価に含める。したがって、当該権利金もリース期間にわたり償却
する。
　ただし、経過措置として、改正リース会計基準等の適用（以下、
「適用」）前に無形固定資産に計上された権利金については、次の
⑴および⑵の処理を適用することを認める経過措置を設ける。
⑴　旧借地権または普通借地権の設定に係る権利金
①　適用前に当該権利金を償却していたか否かにかかわらず、
適用前に採用していた会計処理を継続。
②　適用前に当該権利金を償却していた場合、適用初年度の前
年度末における当該権利金の未償却残高を、適用初年度の使
用権資産の期首残高に含める。

⑵　定期借地権の設定に係る権利金
①　借手は、次のアまたはイのいずれかにより無形固定資産と
して会計処理を行う。
ア　適用前に権利金を償却していた場合、当該会計処理を継続。
イ　適用前に権利金を償却していなかった場合、借地契約の
契約期間を耐用年数とし、当該契約の開始日から償却してい
たものとして会計処理する。ただし、当該権利金について減
損処理を行っている場合に、この方法で算定した期首残高が
減損処理後の帳簿価額を上回る場合、減損後の帳簿価額を
期首からの残存契約期間にわたり償却する。

②　適用前に当該権利金を償却していた場合、適用初年度の前
年度末における当該権利金の未償却残高を、適用初年度の使
用権資産の期首残高に含める。
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第１章

第２章

第3章

売り手・買い手それぞれが講ずべき策は？

企業戦略の一手段としてM&Aが定着するようになって久しい。しかし、その実現の努
力の甲斐なく、さまざまな理由から途中で断念せざるを得なくなるケースもしばしば発
生している。中止という事態を想定して対策を講じておくことの重要性はますます高
まっているといえる。
そこで本特集では、M&Aプロセスの法的拘束力を踏まえ、中止に伴って想定されるリ
スクの回避策を、売り手・買い手それぞれの立場から解説していただいた。

契約の解除によるケースも多い
M&Aの中止をめぐる
近時の動向
法的拘束力がないプロセスでの対応とは
最終契約締結前までに
M&Aを中止する際の留意点
５つの事例ごとにみる
クロージングまでに
M&Aを中止する際の留意点

M&Aを中止する
際の留意点

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2022年
10月13日

コーポレートガバナン
ス改革と監査役等ス
タッフの実態に関する
考察

監査役
協会

会社法の３つの機関設計（①監査役会設置会社、②指名委員会等設置会社、③監査
等委員会設置会社）の実務面での違い、導入企業が増えた③のガバナンス、監査役
スタッフの役割についての研究を取りまとめたもの。
https://www.kansa.or.jp/wp-content/uploads/2022/10/el20221013.pdf

―

2022年
10月17日

監査基準委員会報告書
700「財務諸表に対す
る意見の形成と監査報
告」の改正

JICPA
改正倫理規則や国際会計士倫理基準審議会の報酬規程に関するFAQなどを受け、
報酬関連情報等を追加したもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20221017ehh.html

―

2022年
10月17日

監査基準委員会研究報
告６号「監査報告書に
係るＱ＆Ａ」の改正

JICPA
監査報告書の誤用防止の観点から、開示書類等において、監査報告書を開示せず、
監査を受けている旨の記載を企業が行う場合の留意点のほか、EDINETで提出す
る監査報告書関係のQ&Aを追加したもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20221017hgi.html

―

2022年
10月21日

令和４年公認会計士法
等改正に係る政令・内
閣府令案等

金融庁
本年5月の公認会計士法等の改正を受け、上場会社等監査人登録制度に係る規定
や監査法人の社員の配偶関係に基づく業務制限に係る規定など、関係政令・内閣
府令等の規定の整備を行うもの。コメント期限は11月21日。
https://www.fsa.go.jp/news/r4/sonota/20221021/20221021.html

―

2022年
10月21日

「公認会計士法改正に
関連する協会制度変更
要綱案」（公開草案）

JICPA
上記の政令・内閣府令案等を踏まえ、上場会社等監査人登録制度、（公認会計士の）
登録制度、会計教育それぞれに係る制度変更の方向性を取りまとめたもの。コメ
ント期限は11月4日。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20221021gga.html

―

「
２
％
を
超
え
る
欧
米
の
よ
う
な
こ

と
に
な
る
可
能
性
は
ま
ず
な
い
」
と

の
見
解
は
、
コ
ア
指
数
と
呼
ば
れ
る

「
生
鮮
食
料
品
を
除
く
」
レ
ベ
ル
で

は
否
定
さ
れ
た
形
だ
。

こ
れ
は
現
時
点
で
行
わ
れ
て
い

る
金
融
政
策
の
１
つ
、
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト
型
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
、

「
安
定
的
に
２
％
を
超
え
る
ま
で
、

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
拡
大
方
針
を

継
続
す
る
」
と
日
銀
が
公
式
に
発
表

し
て
い
る
物
価
の
基
準
で
も
あ
る
。

ま
た
、
金
利
政
策
に
つ
い
て
は
、

イ
ー
ル
ド
・
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
短
期
の
み
な
ら
ず
中
長
期
ま
で

直
接
上
昇
を
抑
え
る
方
式
を
採
っ
て

い
る
。
欧
米
の
よ
う
な
政
策
金
利
の

変
更
は
な
く
と
も
、
中
長
期
の
金
利

上
昇
を
抑
え
る
姿
勢
に
少
し
で
も
変

化
が
み
ら
れ
れ
ば
、
円
安
・
ド
ル
高

基
調
だ
っ
た
為
替
相
場
な
ど
市
場
に

対
す
る
影
響
は
大
き
い
。
市
場
の
注

目
は
日
本
の
物
価
上
昇
率
に
移
り
つ

つ
あ
る
。

証
　
　
券

世
界
株
価
は一進一退
、独
自
性
強
い
中

国
株
価
は
ど
う
動
く

米
株
価
は
10
月
第
３
週
の
週
末

に
、
次
回
の
米
連
邦
公
開
市
場
委
員

会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
で
利
上
げ
幅
の
縮

小
を
協
議
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
報
道
で
、
10
月
21
日
に
２
・
５
％

上
昇
と
目
立
つ
反
発
を
み
せ
た
。
し

か
し
、
米
株
価
の
方
向
が
変
わ
っ
た

と
い
う
受
け
止
め
方
は
な
い
よ
う

だ
。
悲
観
的
な
情
報
が
氾
濫
す
る
な

か
で
、
わ
ず
か
な
材
料
に
飛
び
つ
く

投
資
家
の
追
い
込
ま
れ
た
心
理
を
物

語
っ
て
い
る
。

８
月
、
９
月
の
パ
ウ
エ
ル
米
連
邦

準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
議
長

の
金
融
政
策
発
言
以
降
、
米
株
価
お

よ
び
主
要
国
株
価
は
一
進
一
退
で
推

移
し
て
い
る
。
た
だ
、
米
市
場
以
外

の
株
価
変
動
幅
（
上
昇
率
・
下
落
率
）

は
米
株
価
よ
り
小
さ
い
。

変
動
幅
の
差
は
各
国
の
株
式
市
場

の
置
か
れ
た
事
情
が
、
米
市
場
と

違
っ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
そ
の
代

表
と
し
て
、
中
国
と
日
本
が
挙
げ
ら

れ
る
。

中
国
株
式
市
場
は
、
国
家
管
理
の

市
場
、
個
人
投
資
家
中
心
の
市
場
と

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
も
中
国
株
価
と
米

株
価
の
連
動
性
は
主
要
国
の
な
か
で

一
番
乏
し
か
っ
た
と
の
見
方
も
あ

る
。
そ
の
中
国
経
済
は
コ
ロ
ナ
禍
で

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
を
掲
げ
、
経
済
活

動
を
厳
し
く
制
限
し
て
き
た
。
中
国

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
か
つ
て
の
実
績
と
比
較
す

る
と
、
大
き
く
落
ち
込
み
、
企
業
収

益
の
減
退
、
国
民
生
活
の
悪
化
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
始
め
か
ら

現
在
ま
で
、
中
国
株
価
の
変
動
（
高

値
と
安
値
の
差
）
は
30
％
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
日
米
の
株
価
変
動

幅
は
80
～
１
０
０
％
、
そ
の
他
主
要

国
は
60
～
１
０
０
％
と
な
っ
て
お

り
、
中
国
株
の
変
動
幅
の
小
さ
さ
が

目
立
っ
て
い
る
。
た
だ
、
習
近
平
国

家
主
席
の
政
権
３
期
目
が
決
ま
り
、

今
後
の
株
価
へ
の
影
響
も
注
目
さ
れ

る
。他

方
、
日
本
経
済
は
イ
ン
フ
レ
抑

制
最
優
先
、
金
利
引
上
げ
と
い
う
世

界
の
大
勢
に
抗
し
て
、金
融
超
緩
和
、

超
低
金
利
維
持
を
貫
い
て
い
る
。
金

利
の
上
昇
に
よ
り
、
財
政
バ
ラ
ン
ス

が
悪
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。
結
果
と
し
て
何
十
年
振

り
と
い
う
円
安
・
ド
ル
高
と
な
り
、

イ
ン
フ
レ
昂
進
に
よ
っ
て
、
国
民
の

不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
株
価
の
変
動
は
米
市
場
よ
り
小

幅
で
あ
り
、
相
対
的
に
安
定
し
て
い

る
。
海
外
依
存
度
の
高
い
企
業
が
円

安
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
い
る
こ
と

が
効
い
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。


